
 

 

Ⅵ．「環境技術実証事業」について 

■「環境技術実証事業」とは？ 

 
既に適用可能な段階にあり、有用と思われる先進的環境技術でも、環境保全効果等についての

客観的な評価が行われていないために、地方公共団体、企業、消費者等のエンドユーザーが安心

して使用することができず、普及が進んでいない場合があります。環境技術実証事業とは、この

ような普及が進んでいない先進的環境技術について、その環境保全効果等を第三者機関が客観的

に実証する事業です。本事業の実施により、ベンチャー企業等が開発した環境技術の普及が

促進され、環境保全と環境産業の発展による経済活性化が図られることが期待されます。 

平成25年度は、以下の９分野を対象技術分野として事業を実施しました。 

（１） 中小水力発電技術分野 

（２） 自然地域トイレし尿処理技術分野 

（３） 有機性排水処理技術分野 

（４） 閉鎖性海域における水環境改善技術分野 

（５） 湖沼等水質浄化技術分野 

（６） ヒートアイランド対策技術分野（建築物外皮による空調負荷低減等技術） 

（７） ヒートアイランド対策技術分野（地中熱・下水等を利用したヒートポンプ空調システム） 

（８） VOC等簡易測定技術分野 

（９） 地球温暖化対策技術分野（照明用エネルギー低減技術） 

 

 

■事業の仕組みは？ 

 
環境省が有識者の助言を得て選定する実証対象技術分野において、公募により選定された第三

者機関（「実証機関」）が、実証申請者（技術を有する開発者、販売者等）から実証対象技術を

募集し、その実証試験を実施します。実証試験を行った技術に対しては、その普及を促すため、

また環境省が行う本事業の実証済技術である証として、「環境技術実証事業ロゴマーク」（図６

－１）及び実証番号を交付しています。 

なお、本事業において「実証」とは、「環境技術の環境保全効果、副次的な環境影響等を、当

該技術の開発者でも利用者でもない第三者機関が試験等に基づいて客観的なデータとして示すこ

と」と定義しています。「実証」は、一定の判断基準を設けてそれに対する適合性を判定する

「認証」や「認定」とは異なります。 
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図６-１：環境技術実証事業ロゴマーク（共通ロゴマーク） 

（さらに技術分野ごとに、「個別ロゴマーク」を作成しています。） 

 

※ロゴマークを使用した宣伝などの際に、当事業で実証済みの技術について「認証」をうたう

事例がありますが、このマークは、環境省が定めた基準をクリアしているという主旨ではな

く、技術（製品・システム）に関する客観的な性能を公開しているという証です。 

ロゴマークの付いた製品の購入・活用を検討される場合には、本冊子や、各実証試験結果

報告書の全体を見て参考にしてください。詳細な実証試験結果報告書については、ロゴマー

クに表示のURL（http://www.env.go.jp/policy/etv/）から確認することができます。 

 
（１）事業の実施体制 

事業運営の効率化を更に図るため、平成２４年度以降は、それまで分野ごとに設置されて

いた実証運営機関を一元化するなど、新たな事業運営体制（図６-２）に移行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６-２：平成25年度における『環境技術実証事業』の実施体制 
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各技術分野について、実証システムが確立するまでの間、原則として分野立ち上げ後最初

の2年間は、実証試験の実費を環境省が負担する「国負担体制」で実施し、その後は受益者

負担の考え方に基づき、実証試験の実費も含めて申請者に費用を負担いただく「手数料徴収

体制」で実施しています。 

事業の企画立案、広報や技術分野の設置・休廃止に関する検討、実証機関の公募・選定等

の事業全体のマネジメントについては、「実証運営機関」が実施します。実証運営機関は、

公平性や公正性確保、体制及び技術的能力等の観点から、公募により選定され、平成25年度

は「株式会社エックス都市研究所」が担当しました。 

各技術分野の事業のマネジメント（実証試験要領の作成、実証対象技術の募集・選定、実

証試験の実施、実証試験結果報告書の作成等）については、「国負担体制」、「手数料徴収

体制」のどちらの体制においても「実証機関」が実施します。実証機関は、公平性や公正性

確保、体制及び技術的能力等の観点から、公募により選定されます。 

事業の運営にあたっては、有識者からなる環境技術実証事業運営委員会及び各技術分野の

技術実証検討会等において、事業の進め方や技術的な観点について、専門的見地から助言を

いただいています。 

 
（２）事業の流れ 

実証事業は、主に以下の各段階を経て実施されます。（図６-３） 

○実証対象技術分野の選定 

環境省及び実証運営機関が、環境技術実証事業運営委員会における議論を踏まえ、実証

ニーズや、技術の普及促進に対する技術実証の有効性、実証可能性等の観点に照らして、

既存の他の制度で技術実証が実施されていない分野から選定を行います。 

○実証機関の選定 

環境省及び実証運営機関は、技術分野ごとに実証機関を原則として1機関選定します。実

証機関を選定する際には、公平性や公正性確保、体制及び技術的能力等の観点から、公募を

行い、環境技術実証事業運営委員会において審査を行います。 

○実証試験要領の策定・実証対象技術の募集・実証試験計画の策定 

実証機関は、実証試験を行う際の基本的考え方、試験条件・方法等を定めた「実証試験要

領」を策定し、実証試験要領に基づき実証対象技術を募集します。応募された技術について、

有識者からなる技術実証検討会での検討を行い、その結果を踏まえて実証機関は、環境省の

承認を得て、対象技術を選定します。その後、実証機関は、実証申請者との協議を行いつつ、

技術実証検討会で検討した上で、実証試験計画を策定します。 
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○実証試験の実施 

実証機関が、実証試験計画に基づき実証試験を行います。 

○実証試験報告書の作成・承認 

実証機関は、実証試験データの分析検証を行うとともに、実証試験結果報告書を作成しま

す。実証試験結果報告書は、技術実証検討会等における検討を踏まえ、環境省に提出されま

す。提出された実証試験結果報告書は、実証運営機関及び環境省による確認を経て、環境省

から承認されます。承認された実証試験結果報告書は、実証機関から実証申請者に報告され

るとともに、一般に公開されます。 

 

 

図６-３：平成25年度における『環境技術実証事業』の流れ 
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■ なぜ有機性排水処理技術分野を対象技術分野としたのか？ 

我が国の公共用水域の水質の状況は、有機性汚濁の代表的な水質指標である BOD（生物化学

的酸素要求量）又は COD（化学的酸素要求量）についてみると、これまでかなり改善されてき

ています。しかし、内海、内湾、湖沼等の閉鎖系水域や都市内の中小河川では、これらの水質改

善が依然としてはかばかしくない状況にあります（平成 24 年度公共用水域水質測定結果 1)によ

ると、BOD 又は COD の環境基準の達成率は、河川で 93.1%、湖沼で 55.3%、海域で

79.8%、全体で 88.6%）。さらに、このような有機物による汚濁に、高い濃度の栄養塩類（窒

素・リン等）が加わることにより富栄養化が起こり、閉鎖性水域において植物プランクトンの異

常増殖等による水道異臭味被害や景観障害のほか、貧酸素水塊や赤潮等の発生が依然としてみら

れています。このような状況に対処するため、流入する有機汚濁物質の削減をはじめとした富栄

養化も対象とした総合的な水質保全対策の推進を図る必要があります。 

このような種々の発生源のうちでも、工場や事業場からの排水については水質汚濁防止法に基

づく排水規制等が行われ一定の成果を上げていますが、これらの規制の対象とならない１日の平

均排水量が 50m3 未満の事業場（以下、「小規模事業場」という。）が多数存在します。平成

23 年度水質汚濁防止法等の施行状況 2)によると、水質汚濁防止法上の全特定事業場 263,175

件のうち、小規模事業場は、233,086 件（88.6％）を占めます。これら小規模事業場の上位

10 業種は表６-１の通りです。なお、これらの件数は、地方自治体への届出が必要なものが対

象であり、このほか施設規模等の条件で届出の必要のない小規模事業場が多数存在します。 

表６-１：１日の平均排水量 50m3 未満の小規模事業場の上位 10 業種 （全小規模事業場数：233,086） 

≪平成 23 年度水質汚濁防止法等の施行状況より≫ 

順 

位 
業種・施設名 

事業場数の

構成比 

１日の排水量 50m3 未満の

小規模事業場数 

1 旅館業 25％ 61,043 

2 自動式車両洗浄施設 11％ 30,179 

3 畜産農業 11％ 28,570 

4 洗たく業 8％ 21,875 

5 豆腐・煮豆製造業 5％ 11,800 

6 し尿浄化槽（201 人以上 500 人以下）（指定地域特定施設） 4％ 8,406 

7 水産食料品製造業 3％ 7,928 

8 写真現像業 2％ 5,729 

9 生コンクリート製造業 2％ 4,749 

10 酸・アルカリ表面処理施設 2％ 4,504 

総計 73％ 184,783 
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このような状況の中で、小規模事業場においても後付けで導入することが可能な、低コスト・

コンパクト、メンテナンスの容易な排水処理技術（装置、プラント等）について、第三者機関が

実証を行い、その環境保全効果等に関する客観的な情報提供の一端を担うことで、水質汚濁防止

法の規制の対象とならない小規模事業場が自主的に排水処理技術を導入することが期待されます。 

このように、客観的な情報提供を行い、排水処理技術を普及させ、排水処理施設での整備促進

を図る取り組みは、地域水環境の保全を図る上で意義があると考えられるため、環境技術実証事

業の実証対象技術分野として選定しました。 

なお、事業場全体で１日の平均排水量が 50 m3 以上であっても、排水処理技術を適用するそ

の一部分が小規模（50m3 未満）であれば、対象技術として実証を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水質汚濁防止法の概要 

一定の要件を備える汚水又は廃液を排出する施設（特定施設）を設置している工場または事業場

に対して、公共用水域に排出される水（排出水）についての排水基準に照らした排水規制、特定施設

の設置に対する都道府県知事等への事前届出・計画変更命令等が行われる。また、政令で定める有

害物質を製造・使用・処理する特定施設から排出される有害物質を含む水の地下浸透を禁止してい

る。これらに違反した者に対しては罰則が科される。 

なお、工場・事業場における有害物質の非意図的な漏えいや、床面等からの地下浸透による地下

水汚染の未然防止のための実効ある取組の推進を図る必要から、「水質汚濁防止法の一部を改正

する法律」が、平成 24 年 6 月 1 日から施行されました。 
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■ 実証番号を付した固有の環境技術実証事業ロゴマーク（個別ロゴマーク） 

有機性排水処理技術分野において実証試験を行った実証対象技術については、環境省が行う本

事業の実証済技術である証として、１つの実証済技術に対し１つの実証番号が付された固有の環

境技術実証事業ロゴマーク（個別ロゴマーク）（図６-４）を交付しています。 

これにより、以下のような効果を期待しています。 

 

１. 実証申請者にとって、個別ロゴマークを実証済技術が掲載されたカタログやウェブサイト等に掲

載することにより、次の点から実証済技術（機器・装置）の付加価値を高めることができます。 

① 技術（製品）毎の固有のロゴマークである。 

② 製品カタログ等に掲載された個別ロゴマークと同じ個別ロゴマークが掲載された実証試験結

果報告書を示すことで、実証済技術（機器・装置）の技術的裏付けになる。 

２. 実証済技術（機器・装置）を購入・採用するエンドユーザーにとって、製品カタログと実証試験結

果報告書の双方に同じ固有の個別ロゴマークが掲載されることで、双方の繋がりがより明確にな

ります。さらに、実証試験結果報告書に掲載された個別ロゴマークの実証番号を確認することで、

実証済技術の実証試験結果を容易に知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

図６-４：実証番号を付した固有の環境技術実証事業ロゴマーク（個別ロゴマーク）の例

横型縦型

【平成25（2013）年度版表記例】 

実証番号 020 - 1300 

分野番号                 識別番号 

年度（西暦下２桁） 
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■環境技術実証事業のウェブサイトについて 

環境技術実証事業では、事業のデータベースとして環境技術実証事業ウェブサイト

（http://www.env.go.jp/policy/etv/）を設け、以下の情報を提供していますので、詳細につ

いてはこちらをご覧ください。 

[1] 実証済み技術一覧 

本事業で実証が行われた技術及びその環境保全効果等の実証結果（「実証試験結果報告書」

等）を掲載しています。 

[2] 実証試験要領 

実証試験を行う際の基本的考え方、試験条件・方法等を技術分野ごとに定めた「実証試験要

領」を掲載しています。 

[3] 実証運営機関・実証機関／実証対象技術の公募情報 

実証運営機関・実証機関あるいは実証対象技術を公募する際、公募の方法等に関する情報を

掲載しています。 

[4] 検討会情報 

本事業の実施方策を検討する運営委員会、分野別技術実証検討会における、配付資料、議事

概要を公開しています。 

 

【参考文献】 

1） 公共用水域の水質測定結果  http://www.env.go.jp/water/suiiki/index.html 

2） 水質汚濁防止法等の施行状況  http://www.env.go.jp/water/impure/law_chosa.html 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 
環境省 

〒１００－８９７５ 東京都千代田区霞が関１－２－２ 

電話番号：０３－３５８１－３３５１（代表） 

 

●「環境技術実証事業」全般について 

 環境省 総合環境政策局総務課 環境研究技術室 

 

●「環境技術実証事業 有機性排水処理技術分野」について 

環境省 水・大気環境局総務課 環境管理技術室 
 

 

＜環境技術実証事業ウェブサイト＞ 
http://www.env.go.jp/policy/etv/ 

本事業に関する詳細な情報についてご覧いただけます。 
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